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1 はじめに
エル・ニーニョ/南方振動（El Nin˜o/ Southern Os-
cillation, 以下 ENSO）は、大気と海洋の相互作用
により引き起こされる東部太平洋赤道域の海面水温


































されている（Wang et al., 2000）。
El Nin˜o は 4∼5 年の周期で発生しており（Guil-
yardi, 2006）、もっとも最近発生した El Nin˜o は
2014/16事例である。この事例は 2000年以降でもっ
とも強い El Nin˜oであった。1948年以降に発生した












ある。SST, 水温, SLP, 高度, 循環等について、温
暖化トレンドを考慮してそれぞれの事例で解析し比
較する。本研究の解析に使用した極東域の領域は気
象庁定義の NINO.3 インデックスと 850hPa面の気
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Table 1: データセット
データ (monthly) 格子間隔 期間
気 温 · 高 度
·SLP·風
NCEP Reanalysis-1 2.5◦×2.5◦ 1948∼2016/17
気温 ·高度 ·風 NCEP Reanalysis-2 2.5◦×2.5◦ 1980∼2016/17
SST Extended Reconstructed Sea Surface
Temperature (ERSST) v5
2.0◦×2.0◦ 1918∼2016/17
水温 ·塩分 Global Ocean Data Assimilation System
(GODAS)
0.333◦×1.0◦ 1980∼2016/17
Figure 1: 1948年以降の NINO.3のインデックスと極東域の気温偏差（K）との相関関係を示す。四角で
囲った領域は西側から、Takaya and Nakamura（2013）で定義された領域、それより東側に 5度大きい領
域は本研究で使用した領域、NINO.3の領域である。気温は Reanalysis-1、NINO.3 indexは ERSST v5を
用いた。
Figure 2: NINO.3のインデックスと 850 hPa面の極東域の気温偏差（K）との関係を示す。1948年以降の冬
をプロットし、赤色が El Nin˜o、青色が La Nin˜a、白色が通常の事例を示す。気温はReanalysis-1、NINO.3
indexは ERSST v5を用いた。
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Figure 3: 500 hPa面の高度偏差 (m)を示す。上段左が 1982/83事例、上段右が 1997/98事例、下が 2015/16
事例である。Renalysis-2を用いた。
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Figure 4: SST (K)、SLP (hPa)、風 (m/s)の偏差を示す。カラー、コンター、ベクトルがそれぞれ SST、
SLP、風を表す。SLP, 風は Renalysis-1、SSTは ERSST v5を用いた。
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Figure 5: 水温 (K)と塩分 ( ×10−5kg/kg)の偏差を示す。カラー、コンター、ベクトルがそれぞれ SST、
SLP、風を表す。GODASを用いた。
Figure 6: 左がウォーカー循環、右がその偏差を示す。上段から 1982/83事例、1997/98事例、2015/16事
例を示す。ベクトル、カラーは北緯 5度から南緯 5度で平均した風、鉛直流 wの大きさを示す。ただし、鉛
直流wはスケールハイトH = RT/gを用いて、w = −(H/p)ωとして導出（T = 300 K）、ωはRenalysis-2
を用いた。
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